
せいた

鈴木 誠太 さん
すずき

趣味・特技は折り紙。図書館のお気
に入りスポットは視聴覚コーナー。好
きなDVDは『トムとジェリー』シリーズ。

誠太さんの好きな本
『世界史探偵コナン
[シーズン1]-5
(CONAN HISTORY
 COMIC SERIES)』
青山 剛昌/原作
小学館
請求記号 K209/ｱｵ/5

ここは、

静かな空気と学びの広がる場所

わたしと、図書館
あなたにとって豊田市中央図書館は
どんな場所ですか？利用者さんに、図書館の
お気に入りスポットで話を聞きました
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誠
太
さ
ん
に
と
っ
て
図
書
館
は「
学
校
の
図
書
室
と
は
違
う
雰
囲
気

で
、
静
か
で
穏
や
か
な
場
所
」だ
と
い
う
。
1
〜
2
歳
ご
ろ
か
ら
利
用

を
始
め
、
今
も
2
週
間
に
一
度
、
図
書
館
に
足
を
運
ん
で
い
る
。

　

現
在
、
夢
中
に
な
っ
て
読
ん
で
い
る
の
は
サ
バ
イ
バ
ル
シ
リ
ー
ズ
な

ど
の
学
習
ま
ん
が
。
コ
ロ
ナ
禍
に『
防
災
の
サ
バ
イ
バ
ル
』や『
新
型
ウ

イ
ル
ス
の
サ
バ
イ
バ
ル
』と
出
合
い
、
の
め
り
込
ん
だ
。
誠
太
さ
ん
に

よ
れ
ば
、
学
習
ま
ん
が
の
魅
力
は「
一
つ
一
つ
の
コ
マ
が
大
き
い
か
ら
絵

が
見
や
す
い
し
、
ま
ん
が
と
ま
ん
が
の
間
に
あ
る
解
説
の
文
字
が
大

き
く
て
読
み
や
す
い
」と
こ
ろ
だ
と
い
う
。

　

今
回
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
一
冊
と
し
て
紹
介
し
て
く
れ
た
の

が『
世
界
史
探
偵
コ
ナ
ン
５ 

黒
死
病
の
真
実
』だ
。
名
探
偵
コ
ナ
ン
が

案
内
役
の
歴
史
ま
ん
が
、
世
界
史
探
偵
コ
ナ
ン
シ
リ
ー
ズ
は
大
人
気

で
い
つ
も
貸
出
中
だ
が
、
こ
の
本
は
偶
然
図
書
館
で
見
つ
け
て
す
ぐ

に
借
り
た
と
い
う
。「
読
ん
で
み
た
ら
結
構
印
象
深
く
残
っ
た
。
最
後

に
悲
し
い
ペ
ー
ジ
が
あ
っ
て
。
ス
ペ
イ
ン
風
邪
と
呼
ば
れ
た
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
も
す
ご
い
危
な
い
病
気
」と
結
末
が
強
く
心
に
残
っ
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
誠
太
さ
ん
は
図
書
館
を
使
っ
て
調
べ
学
習
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
の
夏
、
調
べ
学
習
の
基
礎
を
学
ぶ
講
座
に
参
加
し
た
際

に
、
初
め
て「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」と
い
う
言
葉
を
知
り
、
実
際
に
使
っ
て

み
た
そ
う
だ
。
知
り
た
い
情
報
を
見
つ
け
る
た
め
に
図
書
館
の
専
門

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
、
探
求
テ
ー
マ
を
深
く
掘
り
下
げ
て
調
べ
て

い
る
。

　

静
か
で
穏
や
か
な
空
間
で
知
識
と
出
合
い
、
そ
れ
を
探
究
す
る
方

法
も
学
ん
で
い
る
誠
太
さ
ん
に
と
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て
、
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学
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広
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る
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。
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豊田市中央図書館だより
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わたしの好きな本
図書館スタッフの

想像力を刺激する言葉たちの世界

原田宗典 /作　柚木沙弥郎 /絵
教育画劇　請求記号 E/ﾕﾉ/

スタッフ   保坂
好きなものは「平穏」

　読んで字の如く言葉たちが暮らす世界で、
かつて「ぜつぼう」に仕えていた濁点のお話で
す。最初あらすじを読んだ時に想像したのと
は違う結末に、わたしはこの世界の言葉たち
について深く考えました。それこそ、書かれて
いない部分を勝手に妄想して掌編を書くくら
いに。世界観がとてもおもしろく、ほかにどん
な言葉たちがどのように過ごしているのか、そ
れを考えるためにもっと言葉を知ろうと、学ぶ
意欲が湧いてくる一冊です。

『ぜつぼうの濁点』

　11月30日（日）まで、豊田市電子図書館上
で、他の図書館と協力した交流展示を実施中
です。豊田市電子図書館を通して、「苫小牧
市立中央図書館（北海道）」「八尾市立龍華図
書館（大阪府）」「おおぶ文化交流の杜図書館
（愛知県）」の3館が公開している、それぞれ
の郷土に関する電子資料を読むことができま
す。普段はなかなか目にする機会がない各地
の郷土資料をぜひこの機会にご覧ください。

電子図書館資料交流展示

図書館
News

全 4館の郷土資料が集結！

豊田市電子図書館

　豊田市と言えば「クルマ」のイメージがありますが、実は農業が盛んな街でも
あります。今回は豊田市の農産物や「地産地食」について、豊田市農政企画課
の杉山さんにお話をうかがいました。

　豊田市と言えば「クルマ」のイメージがありますが、実は農業が盛んな街でも
あります。今回は豊田市の農産物や「地産地食」について、豊田市農政企画課
の杉山さんにお話をうかがいました。

　
オ
ス
ス
メ
本
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
紹
介

中
央
図
書
館
3
階
に
て
特
集
展
示
開
催
中

よ
も
よ
も
×
旬
の
ご
ち
そ
う

全
て
倒
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
台

風
が
来
る
前
に
収
穫
で
き
る
農
作
物
に
一
部
を
切
り
替

え
よ
う
と
い
う
考
え
の
も
と
、
柿
よ
り
も
収
穫
時
期
の

早
い
桃
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
豊
田
市
の
梨
や
桃
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

杉
山　

JA
あ
い
ち
豊
田
選
果
場
の
光
セ
ン
サ
ー
を
通
っ

た
梨
や
桃
は
「
と
よ
た
の
梨
」「
と
よ
た
の
桃
」
と
し

て
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
光
セ
ン
サ
ー
で
は
糖
度
や
熟

度
を
計
測
し
て
い
る
た
め
、
と
よ
た
の
梨
・
桃
は
一
定

の
品
質
が
保
証
さ
れ
、
品
質
の
高
さ
は
折
り
紙
つ
き
で

す
。
豊
田
市
で
作
ら
れ
て
い
る
愛
宕
（
あ
た
ご
）
と
い

う
品
種
は
と
て
も
大
き
く
、
毎
年
「
ジ
ャ
ン
ボ
梨
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
開
催
し
て
、
各
農
家
さ
ん
が
持
ち
寄
っ
た

梨
の
大
き
さ
を
競
っ
て
い
ま
す
。
人
の
顔
程
の
大
き
さ

が
あ
る
約
３
kg
の
梨
が
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
一
般
的
な
梨
は
8
、
9
月
頃
出
荷
さ
れ
ま
す

が
、
愛
宕
は
11
月
上
〜
中
旬
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。

―
―
豊
田
市
の
お
茶
に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

杉
山　

お
茶
は
主
に
上
郷
・
高
岡
地
区
で
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
主
に
国
内
向
け
の
お
茶
を
栽
培
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
海
外
で
は
抹
茶
人
気
が
非
常
に
高

い
た
め
、
豊
田
市
で
も
下
山
地
区
で
有
機
栽
培
し
た
も

の
な
ど
を
輸
出
し
て
い
ま
す
。
周
囲
に
畑
が
な
く
、
茶

畑
ま
で
農
薬
が
飛
ん
で
こ
な
い
場
所
で
あ
り
、
ま
た
気

温
が
低
く
、
虫
が
付
き
づ
ら
い
こ
と
が
、
下
山
地
区
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
理
由
で
す
。豊
田
市
は
元
「々
て
ん
茶
」

（
抹
茶
の
原
料
と
な
る
お
茶
）
を
メ
イ
ン
に
作
っ
て
い
ま

す
が
、
優
れ
た
「
か
ぶ
せ
茶
」（
新
芽
ご
ろ
か
ら
被
覆

す
る
こ
と
で
味
と
香
り
を
よ
く
し
た
お
茶
）
の
産
地
で

も
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
関
西
茶
品
評
会
か
ぶ
せ
茶
の
部

で
産
地
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
産
量

で
は
静
岡
や
鹿
児
島
が
勝
り
ま
す
が
、
と
よ
た
の
お
茶

は
品
質
の
高
さ
で
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

『JA全農が炊いた !「日本一
うまいお米の食べ方」大全』

全ページおいしそう！卵かけご
はんや納豆ごはんのアレンジ
方法、炊き込みご飯やのっけ
飯など、すぐに作れるご飯レ
シピ198品を掲載。全国各地
のお米の銘柄に合わせたご飯
のお供も紹介されている。

JA全農米穀部 /監修
主婦の友社
請求記号 596.3/ｾﾞﾝ/

『日本のすごい味
土地の記憶を食べる』

静岡のわさびや岐阜の栗きん
とん、沖縄のイラブー汁など、
西日本のその土地でしか出合
えない味と、それを生み出す
人々に迫った食のルポター
ジュ。著者は食文化のエッセ
イで知られる平松洋子氏。

平松洋子 /著
新潮社刊
請求記号 596.04/ﾋﾗ/

『はじめましての旬レシピ
忙しくても、時間がなくても、
季節のものを味わいたい !』

旬の食材は値段が手頃で栄
養も豊富。手軽なものから
じっくり作るものまで、食べ
頃のおいしさに満ちた旬の食
材を味わうレシピが満載の一
冊。「これ秋の食材なんだ！」
と新たな発見もできるかも。

白央篤司 /編・著 [ ほか ]
Gakken　請求記号 596/ﾊｸ/

『ぐつぐつ、お鍋
( おいしい文藝 )』

寒い季節に心身を温めてくれ
る鍋がテーマのエッセイ集。
小説家や漫画家、俳優まで
37人の著名人の視点で、鍋
へのこだわりや思い出が綴ら
れている。文字でも食の楽し
さを味わうことができる一冊。

安野モヨコ /[ ほか ] 著
河出書房新社
請求記号 914.68/ｱﾝ/

―
―
豊
田
市
は
梨
や
桃
が
有
名
で
す
ね
。
市
内
で
は
ほ

か
に
ど
の
よ
う
な
農
産
物
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

杉
山　

面
積
・
収
穫
量
と
も
に
一
番
多
い
も
の
は
、
や

は
り
お
米
で
す
ね
。
豊
田
市
は
作
付
面
積
・
収
穫
量
と

も
に
県
内
全
体
で
1
位
の
産
地
で
す
。
主
な
品
種
と
し

て
は
、
平
坦
地
を
中
心
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
で
す
。
食
味
が
良
く
、
収
穫
時
期
が
早
い
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
山
間
地
域
で
は
光
沢
や
粘
り

に
特
徴
が
あ
る
〝
幻
の
お
米
〞「
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
」
が
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
に
も
市
内
産
の
お
米
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
11
月
は
何
が
旬
で
す
か
？

杉
山　

じ
ね
ん
じ
ょ
と
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム（
洋
ラ
ン
の
一
種
）

で
す
。
じ
ね
ん
じ
ょ
は
旭
地
区
な
ど
山
間
部
で
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
は
、
上
郷
・
高
岡
地
区

が
主
な
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
梨
や
桃
に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

杉
山　

梨
は
上
郷
地
区
と
猿
投
地
区
の
2
か
所
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
上
郷
地
区
は
昭
和
30
年
頃
か
ら
、
猿
投

地
区
で
は
昭
和
35
年
頃
か
ら
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。

終
戦
後
で
土
地
に
余
剰
が
あ
っ
た
こ
と
、
豊
田
市
の
気

候
に
梨
が
合
っ
た
こ
と
で
栽
培
が
広
ま
り
ま
し
た
。
当

時
猿
投
地
区
で
は
、
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
た
中
で
果

樹
栽
培
を
始
め
る
と
補
助
金
が
出
る
制
度
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
水
は
け
が
悪
い
土
地
で
も
育
つ
果
物
が
梨
だ
っ

た
こ
と
も
、
栽
培
が
始
ま
っ
た
理
由
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
現
在
桃
が
作
ら
れ
て
い
る
猿
投
地
区
で
は
元
々

柿
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
伊
勢
湾
台
風
で
ほ
ぼ

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
体
験
農
園
で
は
な
い
圃
場
で
の
茶
摘
み
体
験

や
お
茶
の
飲
み
比
べ
を
行
い
ま
し
た
。
農
家
さ
ん
か
ら

お
話
を
聞
く
時
間
も
あ
り
、
体
験
だ
け
で
は
終
わ
ら
な

い
よ
う
な
企
画
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

杉
山　
「
地
産
地
食
」
は
、
地
元
の
農
家
さ
ん
を
応
援

し
な
が
ら
安
心
で
安
全
な
食
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

取
組
で
す
。
ぜ
ひ
身
近
な
地
元
産
の
農
産
物
を
日
々
の

食
卓
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、当
課
のInstagram

で
は
、「
地
産
地
食
」

イ
ベ
ン
ト
の
告
知
や「
地
産
地
食
応
援
店
」の
紹
介
な
ど
、

旬
の
農
産
物
の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
フ
ォ

ロ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
。

て
い
ま
す
。
現
在
、
登
録
店
舗
は
2
0
0
店
を
超
え
、

飲
食
店
が
1
5
4
店
舗
、
小
売
店
が
1
0
6
店
舗
と
な

り
ま
し
た
。

　

広
報
と
よ
た
に
は
、
毎
月
「
地
産
地
食
応
援
店
」
に

紹
介
し
て
も
ら
っ
た
市
内
産
農
産
物
を
使
っ
た
レ
シ
ピ

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
普
段
、
お
店
で
提
供
し
て
い
る

レ
シ
ピ
も
あ
れ
ば
、
家
庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
よ
う
に

ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

―
―
杉
山
さ
ん
が
所
属
す
る
農
政
企
画
課
の
お
仕
事
の

一
つ
に
「
地
産
地
食
」
の
推
進
が
あ
り
ま
す
ね
。
地
域

で
収
穫
さ
れ
た
物
を
地
域
で
消
費
す
る
こ
と
を
「
地
産

地
消
」
と
い
い
ま
す
が
、
豊
田
市
で
は
、
な
ぜ
「
地
産

地
『
食
』」
と
い
う
独
自
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

杉
山　

一
般
的
に
は
、
地
産
地
「
消
」
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
ま
す
が
、
豊
田
市
で
は
地
域
の
農
産
物
を
「
食

べ
る
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
、「
地
産
地

『
食
』」
と
言
い
換
え
て
い
ま
す
。

―
―
「
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
？

杉
山　

県
外
や
市
外
で
作
ら
れ
た
も
の
と
比
較
す
る

と
、
生
産
者
と
の
距
離
が
近
く
、
安
心
し
て
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
知
っ
て
い
る
場
所
で
作
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
作
っ
て
い
る
様
子
を
実
際
に
見
に
行
け

る
こ
と
が
安
心
・
安
全
に
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

―
―
「
地
産
地
食
」
を
推
進
す
る
、
豊
田
市
の
取
組
に

は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

杉
山　

市
内
産
農
産
物
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
・
販
売
し
て
い
る
お
店
を
「
地
産
地
食
応
援
店
」
と

し
て
登
録
し
、
取
組
を
支
援
す
る
登
録
制
度
を
設
け

と
よ
た
自
慢
の
米
・
茶
・
梨
・
桃

豊田市農政企画課主事。市内産の農産物 PR
や輸出推進、「地産地食」の推進などを担当。

とよたの味、いただきます！

旬を味わう地産地食のススメ

とよたの味、いただきます！

旬を味わう地産地食のススメ

とよた農産物

ブランドくん

Instagramは

こちらから

『とよたの地産地食
レシピ集　vol.4』

豊田市農政企画課 /発行

とよたの食材を使った
おいしいレシピ集は
豊田市電子図書館で
読むことが
できます

人数：先着 32人　会費：4,000 円（事前振込）
申込み：二次元コードより11月7日（金）から受付
問合せ：猪鹿工房山恵　0565-98-0836（木曜休）

ジビエ料理教室

12月 14日（日）

 ＠浄水交流館
10：00 ～ 14：00

豊田市電子図書館

杉山さんに聞いた
　とよたの食材のおいしい食べ方

農政企画課
イベントのお知らせ

毎回大好評のジビエ料理教室！第３回目は大林町の
AMESHI’ S CURRY CAFE のアメーシさんをお呼びしました。
一緒に本場のスリランカカレーを作ってみませんか？

と
よ
た
の
農
産
物
を
ぜ
ひ
食
卓
に

①生産者の顔が見えることが安心・安全に繋がる

②田畑の水を蓄える機能が、洪水や土砂崩れを
　防ぎ、安全な暮らしに繋がる

③生産地と消費地が近いことで、新鮮な農産物が
　手に入る

④農産物を運ぶ際に発生する二酸化炭素の排出
　を抑えることができる

地産地食のメリット

　とよたの抹茶をバニラアイスに混ぜてみて
ください。香り高い抹茶アイスのできあがり！

　桃は追熟するので、良い匂いがするまで
置いておくと◎。食べる 1~2 時間前に冷蔵庫
で冷やすと、より甘さを感じられます。

杉
山 

茜
さ
ん

す
ぎ
や
ま   

あ
か
ね



11 月の図書館カレンダー

よもよも 〒471-0025  豊田市西町 1-200 豊田参合館内　TEL 0565-32-0717 　
休館日 月曜日（祝日、夏休み期間は開館）、年末年始（12月 28日～1月 4日）
特別整理休館日（12月 2日～ 5日）　開館時間 午前 10時～午後 8時

豊田市中央図書館は、指定管理者株式会社図書館流通センター・ホーメックス株式会社共同企業体が管理・運営を行っています。

中央図書館HP
図書の検索・予約
利用案内はこちら 

11 月の展示

豊田市中央図書館だより vol.62

2025 年 11月１日発行

※展示期間の詳細は図書館までお問い合わせください。

PICK UP　中央図書館イベント情報

お仕事けんさく

第5回POPフェスタ

「アンチ・アクション
彼女たち、それぞれの応答と挑戦」
展関連資料展示（豊田市美術館連携）

よもよも ×旬のごちそう 

おしえてほしい大切な性のこと
（ゆるっと♡ほけんしつ 夢カフェ連携）

3 階

この秋は作家主義！～ひときわ
個性的な表現者と表現の世界～

【映画】愚か者の身分
（イオンシネマ豊田 KiTARA連携）

【企画展示】人生会議の啓発
（豊田市地域包括ケア企画課主催）

【児童】おすすめ本教えてね！
～秋を彩ろう～＆いくつのえほん

本を手に取ることから、はじめの一歩。
みんなで知ろう・考えようオレンジリボン・
児童虐待防止推進キャンペーン
（豊田市こども相談課連携）

4階

１
２
３
４
５
６
７
８
9
10
11
12
13
14
15

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

あなたの抱える問題、本が解決します！
～コミュニケーション編～

【ティーンズ】「エモい」本特集

休館日
音訳ボランティア養成講座

休館日

音訳ボランティア養成講座

英語絵本の魅力や選び方、 読みきかせのコツなどを学ぶ

大人向けの講座です

レッツ ・ エンジョイ ・

英語絵本！

場　所　6階多目的ホール

定　員　抽選30人　　対　象　どなたでも（未就学児は保護者同伴）　　

申込み　11月23日（日）までに、中央図書館4階総合案内

　　　　　または電話、HPにて受付

　　　　　※当選者のみ11月30日（日）までに連絡

口の健康が全身の健康に与える影響について、 第一線で

研究されている先生から学ぶ講座です

ｼﾆｱｾﾐﾅｰ　元気の秘訣は“お口”から！

‐知っておきたい口と体の深～い関係‐

場　所　6階多目的ホール　　定　員　先着30人

対　象　60歳以上の方（60歳未満応相談）

講　師　村上 正治 氏（国立研究開発法人国立長寿医療研究セン
　　　　　ター　歯科・歯科口腔外科医師）

申込み　11月5日（水）午前10時から、中央図書館4階総合案内
　　　　　または電話、HPにて受付

12/17 （水）

10：30～11：30

コマ劇場よみ
りん・かたるん

４
の

第10回とよた手作り絵本展表彰式

5階

講談で聴く怪談

2歳児の絵本講座＆図書館でブレイク

読み聞かせボランティア「本の選び方講座」＆交流会

第13回調べる・伝える学習コンクール表彰式
閉架書庫資料取り出し不可（～ 12/5 まで）

図書館NEWS　中央図書館　特別整理休館日のお知らせ

■上記の休館に伴い、11月18日（火）～11月30日（日）の間、貸出期間を3週間に延長します。

■蔵書点検のため 11月24日（月）から閉架書庫資料の取り出しができません。再開は 12月6日（土）です。

■コミュニティセンター・交流館図書室、豊田市こども図書室は通常通り開館し、貸出期間は 2週間です。

休館期間：12 月 1日（月） ～ 12 月 5日（金） ※1日（月）は通常休館日

12/7 （日）

10：30～12：00

赤ちゃんのための絵本講座（0歳児）
赤ちゃんのための絵本講座（1歳児）

利用者と音訳・点訳ボランティアの意見交換会

【自動車】
本と写真で辿るラリーの舞台


